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事例集のとりまとめ方法について

○アンケート回答（事例調査③を除く206件）より、劣化要因別の対策事例集及びその他参考事例をとりまとめる。
○事例集は、劣化要因に係るキーワード等で対策工法が検索可能なよう、索引を工夫する。
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【索引案】

施設の種類 構造形式 建設年次 施設前面状況
劣化要因に関する回答 対策の特徴

or
工夫したポイント

頁番号
経年劣化 台風 波浪 砂浜の侵食

護岸 直立型 平成元年 砂浜 ○ ○

堤防 傾斜型 平成元年 消波工 ○ ○

【とりまとめ方法】

海岸管理者に対するアンケート：206件

1）劣化要因別の対策工法事例
経年劣化、突発的な作用（台風、地震）、
施設周辺状況の変化（砂浜の侵食）・・・等

2）その他参考事例
修繕・改良に工夫した事例（経済性、維持管理
の省力化に向けた配慮・工夫）

回答のうち情報が整理されている事例を抽出
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1）劣化要因別の対策工法事例
2）その他参考事例

【事例案】

【フォーマット案】

事例集のとりまとめ方法について

1.施設情報 所管、海岸管理者名、海岸名、地区海岸名、施設の所在、
施設の種類、構造形式、建設年次、施設前面の状況

2.対策工法 対策時期、対策を実施した理由、対策時期を実施した理由、
部材、工法名、工法の概要、要求した機能回復の程度、
工法の写真・説明図※、実施数量、費用、工法の選定理由
供用期間における外力変化（温暖化）の考慮の有無

3.修繕箇所の状況 ≪対策前≫
劣化の概要、変状ランク、健全度、具体的な変状の状況※
≪現在（最近の点検時）≫
点検時期、劣化の概要、具体的な変状の状況※

4.修繕箇所周辺の環境 全体平面図、断面図、劣化の要因等（「劣化原因」として掲載）

コメントとして追加 対策のポイント（劣化に対する対策、工事の留意点）

アンケートの質問項目

掲載項目・・・青文字、代表的なデータのみ掲載した項目・・・赤文字、 ※写真あり



1）劣化要因別の対策工法事例
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施設の種類 構造形式 建設年次 施設前面状況
劣化要因のキーワード

対策の特徴
経年劣化 台風 波浪 砂浜の侵食

護岸 緩傾斜型
平成元年
～

平成３年
砂浜 〇 〇

≪変状及び外力条件等≫
・表法被覆工の化粧ブロックのはく離
≪対策≫
・化粧ブロックのモルタルによる被覆

護岸 直立型 昭和39年 消波工 〇

≪変状及び外力条件等≫
・波返工の鉄筋露出
・消波工のブロック埋没・破損
・越波
≪対策≫
・既設護岸の撤去・新設
・消波ブロックの設置

護岸 傾斜型 昭和32年 無し 〇 〇

≪変状及び外力条件等≫
・堤体のひび割れ
・目地開き
・土砂のすい出し
・堤体基礎工の沈下
≪対策≫
・既設護岸への張りコンクリートの設置
・根固工の対策

護岸 緩傾斜型 平成元年 砂浜 〇 〇

≪変状及び外力条件等≫
・土砂のすい出しによる空洞化
・被覆工の沈下等
≪対策≫
・緩傾斜護岸の撤去・新設
・吸出し防止対策
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事例紹介①突発的な作用（台風）の対策



事例紹介②経年劣化の対策＋越波対策
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事例紹介③経年劣化の対策＋洗掘対策
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事例紹介④施設周辺状況の変化（砂浜の侵食）
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2）その他参考事例
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施設の
種類

構造形式 建設年次
施設前面
状況

劣化要因のキーワード

対策の特徴 工夫したポイント経年
劣化

台風 波浪
砂浜の
侵食

沈下

護岸 直立型 昭和41年 無し 〇 〇

≪変状及び外力条件等≫
・表法被覆工（ブロック層積）
に亀裂・損傷
≪対策≫
・張りコンクリートを施工

・既設護岸を活用し、
張りコンクリートを施工。
・整備延長は、直接波が作
用する区間。
・張りコンクリートは、必要
高に施工。

胸壁
重力式
Ｌ型・逆Ｔ型

昭和46年
～

昭和53年
桟橋 〇 〇

≪変状及び外力条件等≫
・コンクリートの剥離
・内部鉄筋の露出
≪対策≫
・波返工上部の打ち替え
（止水板、誘発目地の構造）

既存目地からのクラックの
影響を考慮し、
誘発目地の構造で改良。

胸壁
重力式
単塊式

不明 無し 〇 〇

≪変状及び外力条件等≫
・堤体に亀裂・損傷
≪対策≫
・重力式コンクリートに打ち
替え

既設護岸の劣化が著しい
ため、補修や一部利用は
難しく、胸壁工を打ち替え
ることにより長寿命化が図
れると判断した。

堤防 傾斜型
昭和48年
～

昭和54年
砂浜 〇 〇 〇

≪変状及び外力条件等≫
・コンクリートの剥離
・内部鉄筋の露出
・表法被覆工（ブロック層積）
に亀裂・損傷
≪対策≫
・波返し工のひび割れ充填

隣接区間に対策を実施す
る必要が生じたため、
劣化度ランクｃの部材に、
早期にひび割れ対策。



事例紹介①張りコンクリートによる部分的な補強

9



事例紹介②止水版・ひび割れ誘発目地の構造で、クラックを制御
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事例紹介③劣化の著しい劣化部材を打ち替え、長寿命化
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事例紹介④隣接区間の要対策施設とあわせて、早期に対策
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